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疎後
列一
驚時
　　よ

逸り

教
室

ア
メ
リ
カ
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け
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日
本
史
の
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
葉
霞

　
泓
の
招
聴
さ
れ
た
東
酉
文
化
セ
ン
タ
ー
の
こ
と
か

ら
お
話
し
よ
う
。
　
東
朔
文
化
セ
ン
タ
ー
は
、
　
ア
ジ

ア
・
太
…
平
滋
目
地
域
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
合
衆
田
の
人
混

の
槽
互
の
理
解
を
深
め
る
と
い
・
一
2
巨
的
を
も
っ
て
、

一
九
六
〇
年
に
合
衆
掴
国
へ
ぶ
に
よ
ウ
ハ
ワ
イ
大
学
内

に
山
塊
さ
れ
た
。
そ
の
運
営
経
費
は
毎
年
舎
衆
国
国

庫
よ
り
支
出
さ
れ
る
。
覗
在
実
施
さ
れ
て
い
る
セ
ン

タ
ー
の
主
な
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
学
生
部
。
り
砕
¢
ユ
航
洋

穿
。
σ
Q
重
三
、
国
際
技
術
交
換
部
國
芸
事
薮
。
晒
○
穏

6
0
0
一
葺
一
〇
節
一
　
H
一
港
○
噌
。
げ
ρ
昌
σ
費
。
　
お
よ
び
宵
回
等
班
究
舘
㎝

野
羨
諜
伸
5
酢
o
O
h
ン
α
！
．
鍵
ぎ
の
α
℃
一
，
o
言
。
騎
　
の
士
…
部
門

に
分
け
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
｛
繭
等
研
究
部
で
は
、
ア

ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
交
化
∴
建
ヘ
ド
∵
・
目
然

の
諸
科
学
に
わ
た
っ
て
、
東
陽
の
学
鳶
を
集
め
て
討

議
し
研
究
す
る
こ
と
が
重
饗
な
仕
事
に
な
っ
て
い

為
、
泓
の
滞
在
し
た
一
九
穴
一
…
…
年
度
に
櫨
、
日
岡
・

巾
・
囮
∵
，
4
ソ
ド
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
鷹
呼
お
よ
び
激
次
」

土
・
イ
ギ
リ
ス
等
よ
り
招
聰
さ
れ
た
二
十
数
．
人
の
学

春
が
、
　
こ
の
廷
事
に
従
事
し
て
い
た
。
　
泓
の
場
食

は
、
琉
球
史
爾
究
の
グ
ル
ー
プ
の
一
人
と
し
て
招
…
聰

さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
ひ
ろ
い
意
賑
に
お
い
て
日

本
史
或
い
は
a
・
潔
文
化
の
研
究
は
、
将
来
と
も
高
等
刃

磯
究
部
に
あ
4
9
け
る
重
要
な
テ
ー
マ
の
一
と
し
て
と
り

上
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
部
で
は
、
ア
ジ

ア
・
太
平
洋
地
域
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
国
際
的

会
議
を
童
催
し
或
い
は
後
影
す
る
こ
と
が
一
の
事
業

と
な
っ
て
い
｝
り
、
　
一
九
山
ハ
一
年
の
第
十
－
皿
酬
太
一
平
洋
昂
す

術
会
識
も
そ
の
…
例
で
あ
る
。
こ
の
蔀
に
属
し
て
調

査
湘
…
訳
勧
が
あ
り
、
｛
果
西
の
巌
Ψ
伽
倫
爆
口
の
繍
剛
訳
を
n
的
　

と
す
る
が
、
私
の
滞
在
巾
・
に
開
…
催
さ
れ
た
R
太
「
の
瀞
字

開
坑
翻
訳
に
つ
い
て
の
会
議
、
こ
れ
に
は
日
本
よ
り

四
人
、
米
本
土
よ
り
．
数
人
の
口
本
学
聞
係
春
が
集
ま

っ
た
が
、
　
こ
れ
も
こ
の
局
の
事
業
で
あ
っ
た
。
　
な

お
、
　
高
等
研
究
綿
に
は
出
版
励
が
付
置
さ
れ
て
お

り
、
部
で
行
わ
れ
る
轡
字
姫
黒
穂
査
醒
究
の
幼
乱
塾
竃
を
印
甲
…
刷

酋
及
す
る
こ
と
に
務
め
て
い
る
が
、
そ
れ
の
み
で
な

く
ひ
ろ
く
学
衛
士
の
普
及
に
も
賞
献
し
ょ
う
と
し
て

い
る
。
最
近
、
東
爾
文
化
セ
ン
タ
ー
・
ブ
レ
ス
と
し
て

出
版
さ
れ
た
姉
崎
博
士
の
「
口
本
人
の
宗
教
生
瀬
」
等

を
含
む
、
周
p
℃
鴛
μ
窮
。
顛
8
卿
〇
三
コ
一
三
の
。
ユ
霧

は
そ
の
一
翻
で
あ
る
う
9

　
次
に
垂
く
べ
つ
罵
烈
…
度
で
あ
る
が
、
泓
が
昆
旨
し

た
米
本
土
の
大
学
・
図
警
館
の
二
、
鶯
一
に
つ
い
て
述

べ
よ
う
。
ま
ず
、
一
一
・
幽
一
・
ヨ
…
ク
の
繋
ロ
ソ
ビ
ア
大

学
で
あ
る
が
、
こ
の
大
学
で
は
東
ア
ジ
ア
に
つ
い
て

の
畿
騒
概
は
、
　
　
九
（
》
二
年
郵
炎
瞬
　
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学

の
誕
ゆ
ン
．
○
凱
窪
教
授
に
よ
る
中
國
研
究
の
講
義

よ
り
始
ま
っ
た
と
い
う
。
　
一
九
二
九
年
に
日
本
よ
り

交
献
が
寄
贈
さ
れ
て
角
田
龍
作
薄
士
が
こ
れ
を
管
理

し
、
距
．
伽
た
同
博
士
の
H
本
家
教
史
、
同
思
想
史
の
講

義
が
開
か
れ
た
．
　
一
九
∵
…
四
年
・
O
o
9
，
α
q
o
Q
Q
ヨ
犠
。
ヨ

教
授
が
歳
木
文
化
更
を
開
講
し
、
同
教
授
は
戦
後
、

東
ア
ジ
ア
研
究
所
8
プ
Q
図
p
暮
ン
G
吟
…
釜
昭
H
コ
。
弓
壁
が
設

置
さ
れ
る
と
ヅ
て
の
初
代
所
長
と
な
っ
た
。
　
コ
ロ
ン
ビ

ア
大
学
で
は
｛
媒
ア
ジ
ア
に
関
す
る
、
教
授
・
研
究
お

よ
び
出
版
等
は
、
三
の
綿
門
に
お
い
て
実
施
さ
れ
て

お
り
、
日
本
史
に
関
す
る
も
の
も
、
ほ
ぼ
こ
の
中
に

ム
爵
ま
れ
る
。
そ
の
一
は
哲
瀞
ナ
部
の
シ
ナ
職
購
・
日
本
翫
…

学
科
に
お
い
て
、
…
冨
語
・
史
学
お
よ
び
人
文
学
の
諜

羅
が
あ
ウ
、
鯵
士
お
よ
び
醇
士
の
課
程
が
あ
る
。
そ

の
二
は
東
ア
ジ
ア
確
究
｝
塒
で
、
こ
エ
で
は
視
．
代
の
東

ア
ジ
ア
に
つ
い
て
、
大
学
院
学
生
に
対
す
る
指
導
お

よ
び
爾
兜
が
な
さ
れ
、
敗
治
・
経
済
等
の
他
学
部
と

の
共
難
の
ブ
獄
グ
ラ
ム
と
し
て
行
な
わ
れ
る
。
そ
の
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…瓢

ﾍ
東
洋
碍
究
委
鍛
会
ゴ
δ
¢
臥
！
δ
屋
騨
鴇
○
露
毒

口
搾
酔
o
o
◎
跡
○
ユ
戴
属
a
Q
D
9
臼
。
腓
で
、
東
ア
ジ
ア

に
関
す
る
学
部
課
程
の
指
導
を
し
て
い
る
。
　
一
九
六

麗一

N
砿
東
ア
ジ
ア
研
虎
九
が
開
始
趣
こ
れ
て
志
ハ
十
年
に
泥
堪

っ
た
の
で
、
　
こ
れ
を
紀
念
．
し
て
、
　
右
の
三
部
門
お

よ
び
漿
ア
ジ
ア
文
羅
が
ケ
ン
ゼ
・
ホ
ー
ル
へ
移
転
し

た
。
、
間
交
庫
の
う
ち
日
本
関
係
の
資
料
は
、
角
田
博

士…

ﾌ
努
力
と
管
理
の
下
に
現
在
約
五
五
〇
〇
〇
冊
を

数
え
る
と
い
う
。
最
近
の
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
出
版
を

見
る
に
、
置
①
ぼ
β
O
樋
O
圃
σ
q
嵩
o
O
¢
臨
O
自
α
q
げ
氏
の
太

平
隔
記
の
翻
訳
の
ほ
か
に
、
篠
際
実
博
士
の
鎌
倉
幕
府

の
戒
立
が
あ
っ
て
吾
妻
鏡
の
翻
訳
な
収
め
て
い
る
。

ま
た
Y
H
路
跨
○
島
β
o
試
O
P
　
挫
。
　
O
二
2
詳
a
　
Ω
ノ
出
7

N
鐸
怠
O
⇒
三
冊
は
、
日
本
・
シ
ナ
・
イ
ン
ド
の
夷
心
想
・

道
徳
・
宗
教
史
に
関
す
る
史
．
料
を
英
訳
し
こ
れ
を
基

に
僻
堅
し
て
い
る
が
、
日
本
の
蔀
は
角
照
博
士
は

じ
め
、
ノ
く
ヨ
●
6
財
①
o
自
。
目
。
α
¢
　
じ
¢
銭
，
ノ
・
噌
b
o
昌
巴
臼

緊
Φ
の
昌
Φ
両
教
授
が
担
当
し
て
い
る
。
穴
O
Φ
疑
O
教
授

等
が
代
表
し
て
い
る
よ
う
に
臓
本
の
丈
学
耕
馬
の
翻

訳
は
盛
ん
で
あ
る
が
、
同
時
に
日
本
の
過
去
の
嬬

春
・
僧
侶
そ
の
他
の
著
名
な
欝
や
史
料
等
が
翻
訳
さ

れ
る
の
が
、
近
時
の
一
傾
向
で
、
角
田
博
士
等
の
こ

の
書
は
こ
れ
を
集
約
的
に
象
徴
し
て
い
る
、

　
ユ
ー
ル
∴
〈
学
で
は
東
洋
の
文
献
一
を
一
交
庫
と
せ

ず
、
欧
米
の
書
と
と
も
に
蔀
類
分
け
に
整
理
さ
れ
て

い
る
。

　
中
央
図
書
館
に
架
蔵
の
日
本
書
は
約
三
万
禰
と
い

う
。
こ
こ
で
は
故
朝
河
教
授
の
欝
本
史
の
敷
授
お
よ

び
研
究
の
業
績
が
ぎ
わ
だ
っ
て
い
る
。
教
授
の
蒐
集

し
た
文
献
の
｝
都
は
崩
概
さ
れ
て
い
る
が
、
京
都
古

文
轡
と
題
し
た
総
軍
写
本
十
三
冊
、
京
都
八
隷
寄
下

文
欝
な
ど
そ
の
中
に
含
ま
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
古
文

書
の
原
本
乃
蓋
写
本
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
も
他

の
大
学
、
圏
書
館
に
も
殆
ど
見
齢
す
こ
と
は
鐵
来
な

い
。
ま
た
、
教
授
の
遺
稿
や
メ
モ
の
類
は
現
在
整
理
さ

れ
っ
玉
あ
る
。
一
〇
プ
β
踏
鉱
一
教
授
な
ど
近
時
エ
ー
ル
大

学
へ
移
ら
れ
て
い
る
が
、
朝
河
教
授
の
荘
園
及
び
封

建
劇
度
史
研
究
は
、
何
と
し
て
も
欧
米
に
お
い
て
は

卓
越
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
伝
統
を
う
け
て
エ
ー

ル
に
お
け
る
日
本
史
研
究
の
将
来
を
期
待
し
た
い
。

　
ハ
…
バ
ー
ト
大
学
に
お
け
る
臼
本
史
研
究
の
h
翌
翌
…

は
、
　
や
は
り
缶
㊤
H
σ
ρ
H
山
臥
①
昌
。
げ
貯
σ
Q
H
欝
亀
卜
¢
に
あ
．

っ
て
、
こ
こ
に
は
漢
籍
二
鳳
至
に
識
し
、
臼
本
害
は

七
万
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
、
こ
の
研
究
所
の
中
心

は
や
は
り
中
濁
に
あ
っ
て
、
な
お
日
本
学
の
劣
勢
は

覆
わ
れ
な
い
。
別
に
日
7
①
国
餌
q
ゆ
枠
〉
臨
曽
昌
菊
①
ω
Φ
励
〇
一
μ

O
O
葺
。
同
が
設
け
ら
れ
て
、
　
旨
（
）
貯
帰
渚
■
謬
論
円
σ
巳
臨
（

教
授
が
所
長
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
研
究
分
野
も
中
聖

典
灌
党
等
の
二
代
中
顯
が
主
な
対
象
と
な
っ
て
お

り
、
日
本
研
究
は
そ
の
一
分
派
乃
至
補
助
的
立
場
に

過
ぎ
な
い
観
が
あ
る
。

　
折
…
時
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
日
本
へ
の
照
閃
心
が
宵
越
ま

り
、
文
献
の
集
縫
に
努
め
て
い
る
大
学
が
多
い
が
、

文
献
の
豊
富
な
こ
と
で
は
圏
会
図
轡
館
に
及
ぶ
と
こ

ろ
は
な
い
。
臨
会
葦
葺
館
に
は
一
般
閲
覧
室
工
室
の

ほ
か
に
、
特
珊
閲
覧
室
が
十
五
ほ
ど
あ
り
、
そ
の
一

に
寅
一
洋
都
の
嫌
盆
が
あ
る
。
こ
の
鷹
薫
に
は
、
中
図
、
隅

本
、
ヘ
ブ
ラ
イ
、
乙
甲
据
・
南
∴
果
南
ア
ジ
ア
の
文
庫

が
所
属
し
て
い
る
。
話
本
の
文
献
は
八
六
万
点
に
も

達
す
る
と
い
う
。
未
整
理
の
身
分
が
多
い
が
、
古
制

録
・
古
文
港
口
そ
の
他
、
私
ど
も
が
煎
叫
本
と
普
漁
に
い

う
類
は
全
く
存
し
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
の
点
は

同
図
書
館
所
蔵
の
漢
籍
と
は
勲
臼
を
大
い
に
異
に
す

る
。
こ
の
相
達
は
ア
メ
リ
カ
の
諸
大
学
・
図
警
館
に

共
通
し
て
い
え
る
こ
と
で
あ
ろ
・
）
。
ア
メ
リ
カ
で
は

申
・
瞬
研
究
が
葺
き
に
興
り
混
在
・
も
な
お
｛
果
ア
ジ
ア
研

究
の
・
甲
心
の
地
位
を
占
め
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
交
献

の
蒐
集
時
期
も
日
本
の
も
の
と
は
概
し
て
一
世
代
の

差
が
あ
る
。

　
し
か
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
時
お
よ
び
そ
の
前
後

の
、
日
本
政
府
諸
官
庁
、
朝
鮮
・
台
湾
総
督
府
な
ど

の
朝
野
物
・
報
告
書
類
や
満
鉄
腿
孫
の
即
刷
物
等
が

152　（1020）



報会

悲
大
な
量
に
及
ん
で
お
り
、
こ
れ
ら
は
占
領
軍
に
よ

っ
て
東
翼
研
究
所
な
ど
戦
時
の
施
設
機
関
所
蔵
の
も

の
を
一
括
没
収
し
た
も
の
と
い
う
が
、
泓
に
は
こ
れ

ら
が
将
来
は
ま
す
ま
す
貴
重
な
資
料
と
な
ろ
う
と
感

じ
ら
れ
た
、

　
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
護
O
O
＜
O
村
一
雛
自
。
け
．
は
三

十
一
代
大
硬
肌
乗
鞍
⇔
憎
ぴ
。
訴
】
函
o
o
1
．
o
り
が
、
一
九
一
八

年
五
八
ド
ル
を
ス
大
学
に
提
供
し
、
目
田
．
U
■
〉
（
げ
ヨ
ω

教
授
が
首
囲
と
な
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
大
戦
の
資
糾
一
を

菟
集
し
た
に
始
ま
る
．
　
一
九
四
一
年
に
現
在
の
フ
ー

バ
ー
塔
が
建
設
さ
れ
た
が
、
こ
の
年
太
平
洋
戦
争
が

勃
発
し
、
極
東
の
資
料
蒐
集
が
文
庫
の
重
要
な
分
野

の
　
と
な
り
、
ま
た
平
和
を
推
進
す
る
た
め
の
研
究

を
門
的
に
か
鼠
げ
た
交
庫
が
、
ア
メ
リ
カ
の
戦
勝
を

補
助
す
る
た
め
の
調
査
班
と
な
っ
た
。
　
一
九
四
五
年

十
∴
月
に
は
文
庫
の
東
山
献
竃
Ψ
務
所
が
凱
熔
け
ら
れ
て
、

戦
争
に
関
す
る
流
料
の
採
集
に
従
っ
た
。
案
配
共
産

党
に
関
す
る
資
料
蒐
　
集
と
蘇
鷹
九
が
そ
の
後
、
文
庫
の

凹
鮫
・
も
重
要
な
目
的
の
一
と
な
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で

も
な
い
。

　
隅
文
庫
の
稿
本
関
係
の
資
料
の
現
状
は
、
日
本
語

の
欝
籍
四
万
冊
、
定
期
刊
行
物
一
照
○
○
種
、
新
聞

蹴
○
○
種
余
を
所
愛
し
、
四
〇
種
の
定
．
期
刊
讐
物
と

一
∵
⇔
穐
の
新
聞
が
槻
黛
仕
収
受
さ
れ
つ
蕊
あ
る
。
こ
れ

ら
は
主
と
し
て
、
臼
本
の
近
代
化
に
蔚
4
9
け
る
政
治
・

経
済
・
社
会
的
資
料
、
大
戦
後
の
政
党
お
よ
び
労
鋤

運
動
に
関
す
る
資
料
、
朝
鮮
統
治
関
係
資
料
、
軍
監

主
義
の
発
達
に
関
す
る
資
料
等
で
あ
っ
て
、
中
に
は

か
っ
て
機
密
に
属
し
た
文
献
類
も
多
く
会
M
ま
れ
て
い

る
。
　
要
す
る
に
、
　
こ
の
交
庫
は
ア
メ
リ
カ
に
お
け

る
、
蜀
本
や
中
臨
の
現
代
史
研
究
に
独
自
の
場
を
提

供
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
最
後
に
、
　
一
九
六
三
年
三
月
二
五
臼
よ
り
三
段

闘
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
で
鮒
催
さ
れ
た
ア
ジ
ア
学

ム
ム
第
十
五
㎜
嗣
な
十
ム
獄
、
　
㎜
門
二
一
ハ
門
口
よ
り
瓢
一
R
囲
…
閲
、
　
ワ
シ

ン
ト
ン
・
D
・
C
・
で
開
催
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
東
洋

学
会
第
一
七
憲
回
大
会
に
掛
席
し
て
児
し
闘
た
目
本

関
係
の
研
究
発
表
に
つ
い
て
所
感
を
述
べ
た
い
が
、

紙
数
の
都
合
で
省
略
す
る
。

閣
ず
。
貯
貯
乱
の
ロ
ー
マ
遺
蹟

岡
部
健
彦

　
昨
年
・
（
｝
九
穴
二
年
）
二
月
〃
よ
り
約
一
ケ
知
ヰ
緊
窪
口

に
滞
在
し
て
い
る
闘
に
、
　
帯
制
ロ
ー
マ
支
醜
下
の

い
わ
ゆ
る
○
①
械
筥
㊤
鉱
餌
の
遣
跡
を
さ
ぐ
る
こ
と
が

で
ぎ
た
。
　
そ
の
う
ち
主
に
醗
α
ご
μ
を
中
心
と
し
て

×
〔
嵩
日
け
2
ご
　
ツ
州
こ
∋
O
σ
q
2
ど
　
切
0
5
P
　
8
ユ
O
種
　
そ
れ
に

匹
ざ
ジ
㌶
g
窺
か
ら
は
い
さ
㌧
か
ず
れ
る
が
、
／
！
．
黒
白
。
－

び
銭
。
¢
と
切
漂
蕩
農
漏
壷
9
．
》
け
の
北
方
に
位
す
る

い
わ
ゆ
る
い
ぎ
ざ
堕
の
一
つ
の
砦
ω
P
P
H
げ
霞
σ
q
の
遺

跡
・
遺
物
に
つ
い
て
ス
ラ
イ
ド
・
フ
ィ
ル
ム
を
見
て

頂
く
。

　
麟
巳
雛
は
こ
の
北
域
に
○
巽
H
昌
窪
§
の
一
騎
族

目
σ
鎧
巴
。
⇔
o
嵩
が
い
た
が
、
㎝
ω
〈
．
Ω
霞
■
に
O
餌
。
㏄
胃

の
有
名
な
O
a
雛
欝
遠
征
に
よ
っ
て
磁
滅
さ
れ
た
。

そ
の
後
冒
；
マ
は
、
ロ
ー
マ
に
帰
属
し
た
ゲ
ル
マ
ン

の
蔀
族
d
ぴ
突
如
を
菊
ぴ
魚
見
右
岸
か
ら
移
住
さ
せ
、

こ
エ
に
彼
等
の
躍
嘗
箕
田
N
と
し
て
○
℃
覧
身
ヨ

¢
玄
。
凄
ヨ
が
建
設
さ
れ
た
。
　
そ
れ
は
直
角
に
交
叉

す
る
街
路
を
も
ち
び
。
躍
Ω
曽
冨
欲
ω
9
μ
ら
曾
口
紘
宥
プ
な
都

市
を
模
範
と
し
て
い
る
。
○
℃
覧
陶
工
爵
d
窯
O
同
白
綾
の

傍
に
は
、
ま
た
ロ
ー
一
、
軍
騒
（
ピ
品
δ
H
戸
×
×
）

の
冬
の
屯
営
陣
地
／
≦
暮
〇
二
ρ
σ
q
o
屍
が
設
営
さ
れ
た

が
、
紀
元
後
蹴
○
年
代
に
　
ピ
。
α
q
戸
o
H
　
は
　
切
9
ご
回
孚

（
今
獅
の
切
。
導
）
へ
移
転
し
た
後
解
散
し
、
澄
σ
Q
ご

×
メ
は
ス
。
＜
器
ω
貯
ヨ
（
今
旧
の
⇔
q
。
・
。
・
o
憲
○
諜
鰐

崇
の
諸
①
償
ゆ
）
の
艦
隊
泊
地
へ
移
動
し
た
。
そ
の
当

時
、
軍
団
司
令
官
と
し
て
○
℃
唱
誠
β
欝
に
駐
在
し
た

○
Φ
村
巨
費
臥
。
餌
膿
の
娘
と
し
て
〉
σ
q
脱
首
℃
ぎ
勲
が
こ
の

地
で
生
れ
た
こ
と
は
、
鯛
麺
郎
の
歴
史
に
と
っ
て
重

要
な
繊
発
点
と
な
る
。
披
女
は
、
の
ち
に
ロ
ー
マ
で

生
長
し
、
　
や
が
て
μ
り
序
Ω
μ
噌
・
盤
帝
Ω
ρ
煽
象
二
ω
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の
妃
と
な
り
典
醐
摂
嘱
蚊
と
な
っ
た
．
か
、
こ
で
晶
蝋
女
は

鷺
◆
年
に
、
彼
女
Q
生
地
○
℃
驚
（
ぞ
ヨ
¢
酬
）
ヨ
三
一
二

を
σ
2
0
三
曽
す
な
わ
ち
都
市
法
の
適
飛
さ
れ
為
ロ

ー
．
マ
の
都
市
に
昇
格
さ
せ
た
。
こ
れ
が
、
ド
イ
ツ
に

お
け
る
6
0
一
9
艮
ρ
の
最
初
の
も
の
で
あ
る
。
以
後

○
勺
℃
叢
鶴
き
α
三
彙
髪
ゴ
　
は
　
6
0
一
〇
巳
ρ
Ω
律
乱
酒

艶
貯
誌
『
首
讐
業
態
ご
ヨ
と
称
さ
れ
、
そ
れ
は
今

剛
で
も
ワ
ー
一
、
時
代
の
市
の
北
門
の
7
簿
幽
幽
O
鷺
昌

に
O
O
ン
ン
の
文
字
が
刻
ま
れ
て
残
さ
れ
て
い

る
。
　
そ
し
て
現
在
の
ズ
へ
｝
ぎ
と
い
う
市
名
が
こ
の

、
、
O
O
δ
鼠
舞
、
－
か
ら
由
来
し
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま

で
も
な
い
。
現
在
日
切
雛
に
残
っ
て
い
る
遺
書
は

↓
嵩
。
同
に
比
較
す
れ
ば
断
片
的
．
繧
観
を
ま
ぬ
が
れ
な

い
が
、
　
し
か
し
ロ
ー
マ
時
代
の
の
3
（
囲
ゴ
づ
ρ
鐸
2
．
の

礎
噺
は
殆
ん
ど
完
全
に
認
め
ら
れ
、
　
中
業
以
来
の

囚
議
影
の
匂
り
仲
m
胤
ゴ
三
欝
○
し
仙
そ
の
主
要
街
路
は
殆
ん

ど
ロ
ー
マ
の
∩
三
9
瓢
2
　
の
上
に
概
一
成
鞭
（
㌔
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
今
度
の
戦
争
で
市
が
大
破
痩

を
張
り
、
戦
後
の
復
興
の
際
に
ロ
…
野
、
の
遺
赫
が
大

規
模
に
発
見
さ
れ
、
重
要
な
発
堀
と
調
査
が
行
わ
れ

た
。
そ
の
結
果
中
世
以
来
市
生
活
の
中
心
と
さ
れ
て

い
た
場
．
所
が
、
実
は
厩
に
ロ
ー
マ
時
代
の
雷
生
活
…
の

中
心
で
あ
っ
た
こ
と
が
い
よ
い
よ
ほ
っ
き
り
し
て
来

た
こ
と
も
興
味
深
い
。
た
と
え
ば
心
頭
び
p
p
q
。
の
位

鰍甑

ﾍ
謄
既
に
獄
ー
マ
三
悪
の
唱
肖
9
簿
。
一
．
圃
毫
づ
で
レ
あ
り
、

市
の
小
轟
悔
い
玩
に
武
〔
二
，
（
）
＝
弩
。
門
時
代
以
極
小
の
伝
鞭
平

な
も
つ
Q
ら
嘗
γ
㌶
ユ
㊧
ヨ
回
開
即
自
σ
o
一
　
が
あ
る
が
、

そ
こ
は
ロ
ー
マ
時
代
に
℃
黛
碁
び
Φ
o
⇔
の
建
っ
て
い

た
場
所
で
あ
る
。
ま
た
有
名
な
U
2
づ
の
地
下
か
ら

戦
後
発
見
さ
れ
た
遣
物
に
よ
り
、
こ
の
位
置
に
は
ロ

ー
噌
、
末
期
の
市
の
支
瀧
者
の
｝
W
即
讐
開
申
韓
貯
ヨ
が
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
市
の
守
護
下

女
を
ま
つ
る
O
D
¢
φ
雲
腸
p
を
は
じ
め
ω
鉾
Ω
o
器
2
／

oり

ｰ
Q
り
。
ノ
色
ヨ
等
の
教
会
は
、
　
群
i
マ
末
期
・
初
期

キ
リ
ス
ト
教
の
時
代
に
じ
ご
霧
≡
雪
が
建
て
ら
れ
て

い
る
が
、
　
そ
れ
ら
ば
す
べ
て
異
教
時
畿
以
来
の
群

ー
マ
墓
地
で
あ
っ
た
。
な
お
緊
露
β
　
に
は
薄
煙
の

図
罵
。
｝
の
由
地
か
ら
刈
団
ζ
⇒
に
わ
た
っ
て
水
道
が
ひ

か
れ
て
い
た
が
、
そ
の
遺
物
は
ぎ
わ
め
て
僅
か
し
か

残
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
開
銭
灘
の
ロ
ー
マ
時
代
の

遺
物
で
は
、
き
わ
め
て
結
…
巧
な
ガ
ラ
ス
器
具
が
多
．
量

に
製
作
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
著
し
い
特
色
で
あ
る
。

墓
碑
や
神
殿
の
薬
壇
献
納
碑
さ
ら
に
は
邸
宅
の
床
と

し
て
発
掘
さ
れ
た
華
麗
な
∪
凶
0
3
博
り
α
O
Q
。
シ
剛
◎
。
・
銭
閑
等

☆
か
ら
、
我
々
は
、
古
代
鞭
算
を
統
合
し
℃
9
嫉

一西

B
諺
p
嵩
p
を
ほ
こ
っ
た
ロ
ー
マ
の
世
界
性
が
当
時

の
辺
境
で
あ
っ
た
属
州
O
o
＝
詳
鍵
凱
診
に
ま
で
も
実

に
豊
か
に
も
ち
こ
ま
れ
て
い
た
こ
と
に
驚
か
ざ
る
を

得
な
い
。
な
お
同
く
皇
⇔
の
膠
…
マ
遺
赫
や
遺
物
の
写

宵
　
ハ
…
澱
影
は
、
ぱ
楓
馴
的
に
禁
ぜ
ら
れ
て
い
る
も
の
が
多

い
が
、
東
ア
ジ
ア
美
術
館
長
の
℃
触
。
唇
O
ぴ
。
り
℃
o
審
①
塊

と
嗣
館
員
津
・
U
響
望
含
ユ
。
ゴ
両
氏
の
助
力
に
よ

り
、
そ
れ
ら
を
フ
ィ
ル
ム
に
お
さ
・
め
る
こ
と
が
で
き

た
。
　
こ
N
に
両
氏
に
厚
く
感
謝
す
る
。
（
潟
ρ
艮
①
P

8
識
鍵
り
も
り
欝
転
び
瓢
義
等
に
つ
い
て
は
略
す
）
。

委
員
の
交
代

　
毯
洋
史
担
三
野
土
野
出
宣
雄
氏
は
、
京
都
大
学
教

養
部
講
師
に
転
任
の
た
め
昭
和
撒
十
八
年
八
月
三
十

一
晴
辞
任
し
、
代
っ
て
西
洋
史
学
助
手
望
照
幸
男
氏

が
委
員
さ
れ
た
。

学
会
消
息

読
史
会

七
月
調
会

　
七
刀
一
三
口
（
土
）
午
後
一
時
置
り

　
於
∴
献
大
楽
友
会
館
（
以
下
嗣
）

　
徳
川
初
期
の
町
人
生
態
　
　
　
　
蹴
出

九
月
綱
会

　
九
月
一
四
口
（
土
）
午
後
一
時
よ
リ

　
ハ
ワ
イ
よ
り
帰
り
て
　
　
　
　
　
小
雛
照

宏
氏

二
二
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界消息

一（）
ぐ》月
．、羅例

．．＿．甑

　r訊

日

がへ

出

午

後

時
．瞑

り

　
「
た
ま
き
は
る
内
の
朝
照
」
考

　
福
沢
諭
吉

申
国
中
世
史
研
究
会

七
月
六
口
、
　
於
東
出
荘

　
竹
林
七
賢
に
つ
い
て

九
月
二
二
日
、
於
名
嘗
屋
大

広
隣

俊
男
氏

墾
括
モ

ー
．
闇
’
王

長
　
　
免
子

　
「
唐
宋
期
に
讃
す
る
侯
外
臓
氏
の
猛
解
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
磁
波

　
「
谷
川
道
雄
氏
の
最
近
の
研
究
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
舜
　
　
　
　
　
漕
‘
尋
二
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚇
ぷ
　
　
　
纏
」
／

東
洋
史
大
学
院
会

七
月
二
三
a
（
金
）
於
楽
宏
会
餓

　
「
東
洋
史
研
究
』
二
一
巻
四
ロ
7
7
合
評
会

　
報
告
者
：
醐
汲
護
、
佐
竹
靖
彦
、
藤
田
敬
一
、

　
　
　
　
　
狭
聞
直
樹

～
○
月
　
一
日
（
金
）
上
東
洋
史
研
究
室

　
穣
外
癒
『
中
岡
思
想
溢
史
』
紹
介

　
報
告
岩
：
藤
善
真
澄
、
吉
掛
忠
夫
、
佐
竹
靖
彦

　
　
　
　
　
属
山
雪

　
　
　
　
　
蓑
・
む
二
・
鞍

一
〇
罵
一
八
躍
　
（
ム
滋
）
　
於
露
圃
場
中
ん
碍
叫
究
露
謙

　
侯
外
題
鴨
中
掴
思
想
通
炎
謡

　
隅
　
　
「
中
國
實
幾
続
会
史
諭
“
紹
介

　
撮
告
饗
■
狭
糊
直
樹
、
藤
田
精
一
、
堀
川
哲
勇

西
洋
史
読
譲
会
例
会

　
　
　
　
　
　
於
　
京
大
繭
洋
史
研
究
室

九
月
一
四
日

　
「
史
林
』
　
囮
目
六
巻
二
、
　
鴬
π
写
A
口
詳
ム
黙

九
月
二
十
一
ロ

　
ア
ラ
マ
ン
地
方
臨
崩
経
鶏
旭
期
の
荘
…
園
と
疏
ハ
同
焦
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鯖
削
豊
之

九
月
二
十
八
日

　
「
哲
学
大
系
ω
歴
史
埋
論
と
歴
史
哲
学
隠
合
詐
会

十
月
十
二
日

　
＝
」
鍵
蚕
2
薯
讐
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
批
糊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
目
一
亀
ミ
，
、
菖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
g
月
ゴ
ジ
良

　
ス
ベ
ル
タ
の
レ
ト
ラ
に
空
回
す
る
一
考
旗
爪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
村
祐
一
鄭

十
月
十
九
目

　
U
冨
吋
節
O
凱
と
保
守
党
　
　
　
　
　
　
村
岡
　
健
次

　
書
評
U
p
訟
μ
闘
．
O
ご
謡
δ
O
o
o
毎
器
。
囲

　
窪
お
ノ
δ
昌
O
泣
舘
ρ
賭
○
げ
帥
一
期
づ
9
の
ρ
男
自
＝
ご
q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ

　
Ω
鍵
頓
欝
⑦
P
　
　
　
　
　
　
　
永
井
　
三
明

十
月
二
幸
六
臼

　
ゼ
イ
ッ
議
会
主
義
嵩
関
す
る
砦
干
の

　
諏
、
畜
こ
つ
、
ご
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
f
琵
　

㌧、

ｵ
雛

　
　
　
“
　
レ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欝
毘
£
　
　
’
ふ
夢
呼

　
嘱
望
F
一

人
文
地
理
学
会
　
第
瀧
十
一
…
…
団
例
会

九
鍔
二
十
｝
臼
　
於
　
大
阪
謙
立
大
団
交
学
部

　
歴
史
的
都
市
の
過
玄
と
現
状

　
　
　
土
佐
・
中
村
市
の
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
h
械
砂
．
曜
　
参
、
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
P
　
　台
、
正

　
フ
ラ
ン
ス
・
ア
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